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水道の修理は「芦屋市指定水道工事事業者」へ

夜間(1 7: 0 0～9: 0 0)水道修理工事当番表【８月】

問い合わせ　水道部工務課　緯38-2083

●平日の昼間は水道部で

対応いたします。

●土・日・祝日は市役所

(緯31-2121)へお尋ね

いただければ、当番業

者をお知らせします。

●平日の夜間の修理は、

右の「芦屋市指定水道

工事事業者」が当番を

組み待機しています。

　老人保健医療制度受給者のかたで医療機関に支払う費用（一部負担金）が２割のかたは、10月診療

分以降から３割になります。現在１割のかたは、今までと同じ１割負担です。

■２割負担（10月診療分以降から３割負担）のかた　高齢者世帯員のうち、市町村民税の課税所得金

　額が145万円以上のかたがいる世帯に属するかたが該当します。

■２割負担（10月診療分以降からは３割負担）から１割負担になる場合　２割負担に該当されるかた

　であっても、高齢者世帯員の収入金額の合算額が520万円（高齢者単身世帯は383万円）に満たない

　場合は、申請されると１割負担となります。なお、収入金額とは、各所得控除、必要経費、源泉徴収等

　一切の控除を行う前の金額です。

■高額医療費について　１カ月の医療費が高額になった場合には、申請して認められると限度額を

　超えた負担分が約３カ月後支給されます。２割負担（10月診療分以降からは３割負担）のかたは、10

　月診療以降からの外来（個人ごと）の限度額が44,400円、同一世帯に属する老人保健受給者の一部

　負担金の合計限度額が80,100円（医療費が267,000円を越えた場合、差額の１％加算）になります。

　１割負担のかたは、今までと同じ限度額です。

■経過措置（８月～平成20年７月まで）　２割負担（10月診療分以降からは３割負担）該当者で下記の

　①か②に該当されるかたは、負担割合はそのままで上限額が外来（個人ごと）は12,000円、同一世帯

　に属する老人保健受給者の一部負担金の合計額は44,400円（９月診療分までは40,200円）に減額さ

　れます。減額されているかたの「老人保健法医療受給者証」には、一部負担金の割合に自己負担限度

　額「一般」適用と印字しています。なお、②に該当されるかたは申請されると減額されます。

　①高齢者世帯員の中での最高所得者が、市町村民税における課税所得金額145万円以上213万円未

　満の場合／②高齢者(70歳以上のかた・老人保健受給者)世帯員の収入金額の合算額が520万円以上

　621万円未満（高齢者単身世帯の場合は383万円以上484万円未満）の場合

■申請に必要なもの　「老人保健法医療受給者証」・健康保険証・印鑑（認印）・平成１７年分の確定申告

　の写し等(収入金額が確認できる書類の写し)を持って下記へ。

「老人医療の限度額適用・標準負担額減額認定証」
（入院時の医療費および食事代の減額）の交付

　老人保健法医療受給者証をお持ちで、次に該当するかたは減額されます。申請

には、加入している健康保険証・老人保健法医療受給者証・印鑑が必要です。

○市民税非課税世帯のかたは、入院時の医療費・月額44,400円（９月診療分までは

　40,200円）が24,600円に、食事代１食・260円が210円に減額されます。（申請月を

　含む前の12カ月間に入院日数が90日を超えたときは、その月の翌月の１日から

　食事代が160円に減額されます。申請には、上記のほかに日数確認のため入院の

　領収証が必要です）

○市民税非課税世帯で世帯員全員の所得が０円のかたは、入院時の医療費・月額

　40,200円（９月診療分までは40,200円）が15,000円に、食事代１食260円が100円

　に減額されます。

老人保健医療制度の負担割合が変わります

　市の自己水源である芦屋川

の水を緩速ろ過した水道水を

高温殺菌し、おいしさをその

ままボトル詰めしています。

■希望販売価格　１本100円

(消費税込み)　■内容　ペッ

トボトル500ｍｌ・賞味期限２

年間　■販売場所　市役所本

庁売店、芦屋病院売店、市内

酒販組合加盟店

ボトルドウォーター「芦屋の水」

問い合わせ　水道部総務課　 38-2080

販売します

　　夏休みの宿題に

　　　　防犯グッズを作ろう！
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撮影・桑田敬司

問い合わせ　保険年金課医療助成担当　 38-2037

　地域の防犯意識を高めるため、防犯用

の腕章をペイントして作り、持ち帰って

いただきます。夏休みの宿題にお勧めで

す。気楽にご参加く

ださい。

■ 日 時　８ 月11日

(金)午前10時～正午

■会場　大原集会

所 洋室Ｂ　■ 定員

当日先着20人

問い合わせ　市民参画課　 38-2007

　　店　名 TEL 当番日

一部支給全部支給支給対象児童数

41,710円～9,850円

まで10円きざみの額
41,720円１人

46,720円～14,850円

まで10円きざみの額
46,720円２人

　父と生計をともにできない児童が、養育されている

家庭の生活の安定と自立を助けるために、児童の母に

代わってその児童を養育しているかたに支給します。

また、父がいても極めて重度の障がいがある場合等に

は支給されます。支給期間は、18歳に達する日以降の

最初の３月31日まで。所得制限があります。

　市では、疾病の予防・早期発見・早期治療のため「人間ドック１日コース検査料」を助成します。

■対象者　次のすべてに該当するかた　①８月１日現在で、１年以上継続して芦屋市国民健康保険

に加入されているかた／②昭和46年４月２日以前生まれのかた／③申請時において、平成１７年度以

前の保険料に未納がないかた／④今年度上半期で受診されていないかた　■検査機関　芦屋病院の

「人間ドック１日コース」　■検査項目　身体測定、一般診察、尿一般、便ヘモグロビン、胸部Ｘ線、

心電図、血清検査、血液一般、血液化学（肝機能、腎機能、膵機能、糖質、脂質検査）、腫瘍マーカ

ー、 胃カメラまたは食道・胃・十二指腸造影(バリウム)、腹部超音波検査、直腸触診、眼科検査(女

性のみ)子宮癌検診、乳腺触診、乳房撮影検査　■助成内容　検査料金   男性40,000円／女性42,000

円　助成金額　22,000円　本人負担額　男性18,000円／女性20,000円※胸部ＣＴは、オプション(追

加料金3,000円)です。　■定員　300人(定員を超えて申し込みがあった場合、８月16日(水)午後１時

から市役所北館２階会議室４で公開抽選   ■検査日　10月１日～平成19年３月31日(土・日・祝日は

除く)※８月下旬に受診希望日の調整および検査項目等の詳しいお知らせを芦屋病院・業務課医事担

当から郵送します。　■申し込み　はがき(１人につき１枚)に、①被保険者証番号②氏名(フリガナ)

③住所④生年月日⑤性別⑥電話番号を記入し、８月10日(木)<必着>までに下記へ。   

「人間ドック検査料」助成＜下半期＞

■支給額   

問い合わせ　保険年金課国民健康保険担当　 38-2035(〒659-8501　住所不要)

児童扶養手当のお知らせ
問い合わせ

こども課　 38-2045

特別児童扶養手当について
問い合わせ

障害福祉課　 38-2043

　※３人以上１人増えるごとに3,000円加算

　20歳未満で中度以上の障がいをもつ児童を養育するかたに支給します。所得制限があります。

■支給額　児童１人につき重度障がい児月額50,750円・中度障がい児月額33,800円。申請は上記へ。

【ご注意】８月７日から18日までに、「現況届」を必ず提出してください。９月分以降の手当が支給されない場合があります。

【ご注意】８月７日から18日までに「所得状況届」を必ず提出してください。９月分以降の手当が支給されない場合があります。


